２０１１年の展望

　六星占術でいう小殺界（健弱）が終わり、今年は達成という１２年間でも一番運気の強い年に入りました。特に、３月が月運も達成となり、とてもいい時期に当たります。
昨年秋から、国際日本文化センターの安田喜憲先生に、NTT出版から地域力創造選書をだすので是非そのうちの一冊を書いてほしいと頼まれていて、現在、鋭意執筆中ですが、これを何とか３月中には脱稿すべく頑張りたいと思います。これまでの数年間の数多くの講演活動の集大成みたいなものですから、時間さえあれば書くこと自体に問題はないのですが、問題はまさに時間と資料や図表をそろえることです。しかし、これも天から与えられた使命と考えて取り組みたいと思っています。
　さて、ライフワークとしての人材育成と地域おこしの支援活動ですが、「一隅を照らす」という精神で、自分（職ではなく個人としての自分です。）がどうしても必要とされるということであれば、これまで通りどこへでも出かけていく覚悟で取り組んでいくつもりです。仕事を離れても自分を必要としてくれている地域や仲間たちがいるということは、本当に幸せなことだと実感しています。最近、全国各地の地域づくりのお手伝いやNPO、福祉団体などの方々ともお付き合いをしていて、つくづく人間というのは組織や仕事を離れても、社会とつながり、社会から必要とされているということで幸せ感を得られるものだと感じています。人間は権威や組織の力には弱いものですが、最後はその人となりや人間性そのものが勝負で、特に退職後はそれで生きがいを見つけていくしかありません。その意味で、職業生活とライフワークのバトンタッチをするリレーゾーンが重要だと申し上げてきています。
今は、本業が忙しくなりましたので、いつも講演で申し上げているように、「地域活動、社会貢献活動は、仕事や子育て、介護などが忙しいときは、細々とでも無理せず継続することが大切」ですから、できるだけ土日・休日や国会閉会中の平日などを中心に、お互いの日程が整ったところから回らせていただきたいと考えています。
　仕事の方は、定年まであと３年３カ月になりました。昭和５１年に旧自治省に入ったころは、まさかこんなに長く、しかも局長になれるまで働けるとは考えていませんでした。しかし、一日一日、一年一年の積み重ねで、ついに３５年間が経過しました。この間、本当にたくさんの皆さまのご指導、ご助力、ご支援、ご協力のお陰をいただき、今日まで健康で、大過なく、しかもいろいろな大きな仕事をさせていただきながら歩んでくることができました。この先も、この経験を生かして、人材育成、地域おこしの支援活動など、世の中のためになる仕事、ライフワークをやっていけたらいいなと考えています。
　３０代までは身体に無理をかけることの連続でしたが、何とか病気もせずにいたって健康で、ほとんど休むことなく走り続けてきましたが、４０歳になるころから、人間ドックの結果のこともあり身体のことを考えるようになりました。ウォーキングから始め、ジム通いが１５年、今では一番嫌いだったランニングに到達しました。子どものころから走ることが大嫌いで、短距離にしろ、長距離にしろ、まともに走った記憶がありません。それが現在のマラソンブームというか、自治ランナーズの会の若手にあおられて、夜の一時間の散歩の中で１５０メートルくらいのジョグから始め、それでも息が上がっていましたが、一年半経った今ではハーフマラソンを２時間で完走できるまでになりました。還暦近くなって自分の一番苦手なことを克服できた喜びを感じていますし、記録は別として体重管理など健康にとてもいいのではと感じています。今年も無理せず、ハーフマラソン中心にレースに挑戦していきますが、３月には自治ランナーズの会の皆さんとフルマラソン（荒川マラソン）に挑戦することになっています。自分の実力ではまだフルマラソンは無理でしょうから、これはあくまで完走だけを目指します。５月には、萩往還７０キロのマラニックにも挑戦しますが、こちらも昨年あった３５キロ（片道）コースが廃止されたので、途中棄権覚悟で仕方なく往復コースに出場するものです。無理なく楽しくをモットーに頑張っていきたいと考えています。
